































































































































































































































































































どろんこ ．172．029．233＊ ．054 039．316緋 ．119．369紳、263構．389林
保育者 ．018．011．052．195＊ ．162．174．051．158．149．334紳．401紳
注＊p＜．05　p＜．01
（2）出身園による「遊び体験量」の差
　幼稚園、保育園以外の出身園である被験者（7名）を除外し、12場面
ごとに幼稚園、保育園出身者よって遊びの体験量に差があるか分散分析
を行った結果、一人遊び場面において有意傾向であり（F（1．g8）ニ3．276，
ρ＜．10）、幼稚園出身者のほうが一人遊びをしたことが多い傾向があった
（Fig1　出身園ごとの一人遊び）。またブロック場面においても有意傾向
であり（F（1．g8）ニ3．465，ρ〈．10）、保育園出身者の方がブロック遊びをする
ことが多い傾向があった（Fig2　出身園ごとのブロック遊び）。この結果
は細井ら（2007）の研究では日常のちょっとした時問に繰り返し取り組
むことができる（折り紙、ブロック）が多い傾向にあったのと同様であ
り、保育園の環境と関係しているのかもしれない。出身園ごとの一人遊び
の平均値及び標準偏差はTable2に示す。出身園ごとのブロック遊びの平
均値及び標準偏差はTable3に示す。
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　　　　Table2
　　　Table3
出身園 平均値 （標準偏差）
幼稚園 3．38 0．7
保育園 3．1 0．75
　出身園ごとの一人遊びの平均値及び標準偏差
出身園ごとのブロック遊びの平均値及び標準偏差
出身園 平均値 （標準偏差）
幼稚園 2．72 1．06
保育園 3．13 0．81
3．4
3．3
3．2
3．1
3
2．9
幼稚園 保育園
Fig1　出身園ごとの一人遊び
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3．1
3
2、9
2．8
2．7
2．6
2．5
幼稚園 保育園
日g2　出身園ごとのブロック遊び
（3）兄弟数による「遊び体験量」の差
　分散分析を行った結果、遊び場面（12場面）において差はみられなかっ
た。今後さらにデータ数を増加し検討する必要がある。
（4）「遊び体験量」と「遊びへの参加度」との関係
　幼児期に遊び場面をどの程度体験したかという、遊び体験量と、その遊
び場面に関してどの程度遊びに参加するかという、遊びへの参加度に関し
て相関係数を算出した（Table4　遊び場面ごとの遊び体験量と遊びへの
参加度の相関係数）。その結果、⑫保育者の場面以外の11場面において相
関がみられた。このことは幼児期に体験した遊びが幼児と一緒に遊びたい
と思っているという大元（2004）の研究にも通じることであろう。幼児
期の遊び体験量は現在の学生自身の遊びへの参加度の評価に関係している
ことが明らかになった。
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Table4　遊び場面ごとの遊び体験量と遊びへの参加度の相関係数
遊びへの参加度
????????????
??????
????????????
????
池
??????
?????
思思遊び 、390紳
一人遊び ．184十
並行遊び 、428榊
美容院ごっこ ．326林
ままごと ．275艸
ブロック ．411林
トランプ ．340＊＊
自然 ．503樋
木のぼり ．411紳
池 ，342艸
どろんこ ．432料
保育者 ，058
注＋p＜．10＊p＜．05＊＊p〈．01
（5）室内遊び得点と戸外遊びの分類
　遊び場面（12場面）の中で、室内遊びと戸外遊びの分析をするために、
全ての遊び場面を用いることなく遊び場面を取捨選択した。
　遊び場面①思い思いに遊ぶ場面は室内遊びであり、②1人で遊ぶ場面は
戸外遊びであり、③並行遊び場面は室内遊びではあるが、一人遊び、並行
遊びという遊びの意味を含んでしまう可能性がある。また①思い思いに遊
ぶ②1人で遊ぶ③並行遊びの3項目は相関していたが、④美容院ごっこ⑤
ままごと⑦トランプ⑧自然の事物との関わり⑨木のぼり⑩池で遊ぶ⑪どろ
んこ遊びの項目は相関が見られなかったため（Table1　遊び場面の相関
係数）、①思い思いに遊ぶ②1人で遊ぶ③並行遊びを除外した。また⑫保
育者とのかかわり場面は、戸外遊びであり、保育者と関わりながら草花つ
みをしている遊び場面であったが、複数の内容が入ってしまうため、戸外
遊びから除外した。最終的に室内遊びを4場面（④美容院ごっこ⑤ままご
と⑥ブロック⑦トランプ）、と戸外遊びを4場面（⑧自然の事物との関わ
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り⑨木のぼり⑩池で遊ぶ⑪どろんこ遊び）に分類した。
（6）室内遊び体験量の高低群別の遊びへの参加度の評価
　遊び場面の12場面のうち、室内遊びの内容である④美容院ごっこ場面
⑤ままごと場面⑥ブロック場面⑦トランプ場面における、幼児期に遊び場
面をどの程度体験したかという、遊びの体験量を合算し、室内遊びの得点
とした。室内遊びの得点の平均値11．73（SD＝2．15）によって、室内遊び
の体験量を高低群に分けた。そして室内遊びの高低群別に遊びへの参加度
を見た。2要因分散分析の結果、（F（1．10）一59．667，ρ＜．01）1％水準の有
意差が見られた（Fig3　室内遊び体験量高低群別の遊びへの参加度）。
　このように室内遊び体験量の低群は遊びへの参加度の評価に関して高い
評価をしていることが分かった。室内遊び体験量の高低群別の遊びの体験
量と遊びへの参加度の評価における平均値と標準偏差はTable5に示す。
Tabie5室内遊び体験量の高低群別遊び体験量と遊びへの参加度の評価
における平均値及び標準偏差
室内遊び体験量 遊びへの参加度
高群
平均値 12．19 13．59
標準偏差 ＜1．60＞ ＜1．60＞
低群
平均値 9．67 13．29
標準偏差 ＜1．15＞ ＜1．21〉
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Fig3　室内遊び体験量高低群別の遊びへの参加度
（7）戸外遊び体験量の高低群別の遊びへの参加度の評価
　遊び場面の12場面のうち、戸外遊びとして、⑧自然の事物との関わり
場面⑨木のぼり場面⑩池で遊ぶ場面⑪どろんこ場面を合算し、戸外遊びの
得点とした。そして戸外遊びの平均値11．28（SD＝3．0）を基準にして戸外
遊びの体験量を高低群に分けた。そして戸外遊びの高低群別の遊びへの参
加度を2要因分散分析にてみた。
　2要因分散分析の結果、（F（1．1。）一59，529，ρ〈．01）1％水準の有意差が
見られた。このように戸外遊びの低群は遊びへの参加度の評価に関して高
い評価をしていることが分かった（Fig4　戸外遊び体験量高低群別の遊
びへの参加度）。戸外遊び体験量の高低群別の遊び体験量と遊びへの参加
度の評価における平均値と標準偏差はTable6に示す。
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TabIe6
保育専攻生における幼児期の遊び体験量と遊びへの参加度に関する評価
戸外遊び体験量の高低群別遊び体験量と遊びへの参加度の評価
における平均値及び標準偏差
戸外遊び体験量 遊びへの参加度
高群
平均値 11．41 13．43
標準偏差 ＜1．91＞ ＜1．66＞
低群
平均値 8．87 13．94
標準偏差 ＜1．72＞ 〈1．44＞
16
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戸外遊び体験量 遊びへの参加度
一高群
一．低群
Fig4　戸外遊び体験量高低群別の遊びへの参加度
　（6）（7）の結果により、室内遊び体験量の低群も、戸外遊び体験量
の低群においても、遊び体験量が低いにも関わらず、遊びへの参加度の評
価に関しては、高い評価をしている。なぜ遊び体験量が少ない低群におい
ても、遊びへの参加度には高い評価をするのであろうか。室内遊び体験量
や戸外遊び体験量の高群及び低群が、子どもの遊びをどのようにとらえ、
保育者として遊びにかかわっていけばよいと考えているのかに関して自由
記述データから考察する。
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（8）質問紙調査②子どもは何を楽しんでいたか、③保育者はどのように
　　　かかわればよいか、に関する自由記述の分析
　室内遊び（④美容院ごっこ⑤ままごと⑥ブロック⑦トランプ）、と戸外
遊び（⑧自然の事物との関わり⑨木のぼり⑩池で遊ぶ⑪どろんこ遊び）に
分類し、室内遊び（④美容院ごっこ⑤ままごと⑥ブロック⑦トランプ）の
平均値（11．73）と戸外遊びの（⑧自然の事物との関わり⑨木のぼり⑩池
で遊ぶ⑪どろんこ遊び）平均値（11．28）によって、それぞれ高低群を分
けた。室内遊び（④美容院ごっこ⑤ままごと⑥ブロック⑦トランプ）で
は、6～11点を低群、12～16点を高群とした。また戸外遊び（⑧自然の
事物との関わり⑨木のぼり⑩池で遊ぶ⑪どろんこ遊び）では、5～11点
を低群、12点～16点を高群とした。
　室内遊び低群、戸外遊び低群の自由記述、②子どもは何を楽しんでいた
か、③保育者はどのようにかかわればよいかに関して、②③共に抽象的な
記述がみられた。②子どもは何を楽しんでいたかでは、子どもの行動のみ
が記述されることが多く、例えば④美容院ごっこ場面では「髪をとかして
いたり、お化粧をしていた。」（自由記述を引用）。⑥ブロック遊び場面で
は「数人の男女でブロックを積んで階段やトンネルを作っていた」（自由
記述を引用）。③保育者はどのようにかかわればよいかに関する記述にお
いては、見守る、危険防止などの表記が目立った。例えば、⑥ブロック遊
び場面では「上にのって遊ぶようなら危険のないように重ね方を教える」
（自由記述を引用）⑨木登り場面では「落ちて怪我などしないように見守
る」（自由記述を引用）などの表記が目立った。
　また室内遊び高群、戸外遊び高群の自由記述、②子どもは何を楽しんで
いたか③保育者はどのようにかかわればよいか共に具体的な記述が多く、
②子どもは何を楽しんでいたかでは、子どもの心、内面への気づきなどさ
まざまな観点から遊びの記述が見られた。例えば、⑥ブロック遊び場面で
は「友だちと協力しあう完成したときの達成感」（自由記述を引用）。⑨木
登り場面では、「体力がついてきて、高い所に登れた達成感や、困難を自
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分でのりこえたということを楽しんでいた」（自由記述を引用）。③保育者
はどのようにかかわればよいかにおいても保育者としての配慮事項、保育
の展開などを想定し具体的にイメージした記述が多かった。例えば、④美
容院ごっこ場面では、「教材や遊具を年齢に合わせて事前に用意（大きい
子にはリアリティのあるもの）」（自由記述を引用）、⑧自然の事物とのか
かわり場面では、「子どもが興味を持っている虫がいる場所に散歩をかね
て行ってみたりして、自然に関心を持たせる」（自由記述を引用）。
　（6）（7）の結果により室内遊び体験量、戸外遊び体験量が少なくて
も、遊びへの参加度は高く評価しやすいという結果がえられたが、（8）
②子どもは何を楽しんでいたか③保育者はどのようにかかわればよいか、
という自由記述から考察すると、遊び体験量の高低群によって、遊びのと
らえ方や保育者としての取り組みの意識に違いがあるのかもしれない。つ
まり遊び体験量の少ない学生が子どもの遊び場面へ参加できると高く評価
していても、見守ったり、危険防止といった観点からの参加を考えてお
り、遊び体験量の多い学生のように子どもの内面への気づきを踏まえた上
で、保育の展開を含めて具体的に遊びの援助を考えているのではないのか
もしれないのである。つまり学生は子どもの遊びへ参加に関して高く評価
しがちなのであるが、子どもの遊びの意味、子どもの心や内面への気づ
き、保育者としての配慮、保育の展開といった観点から見れば、遊び体験
量の高い学生と体験量の少ない学生の問には意識やとらえ方に大きな違い
が存在するかもしれないのである。本研究では自由記述データの量が多く
ないため、これらの内容をカテゴリー分類し、有意差があるのか検討する
ことはできなかった。今後はさらにデータを増加し、遊びへの参加意識の
差を質的にも明らかにしていくことが必要であろう。
　本研究では幼児期における多く見られる遊び場面を、DVDで提示する
ことによって、出身園によって幼児期のおける遊び体験量に差があること
が明らかになった。また幼児期の遊び体験量と遊びへの参加度の評価の関
係性も見られ、室内遊びと戸外遊びの体験量の高低群別に遊びへの参加度
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に関する評価に差が見られ、室内遊びと戸外遊びの体験量の低い学生で
あっても、遊びへの参加度において高い評価をしていることが明らかに
なった。
　今後は上述したように、更にデータを増加し、遊び体験量が、子どもの
遊びへの参加や、保育者としての援助にどのような影響を与えるのかとい
う質的な分析をしていきたいと思う。また保育実習生が遊びの体験量が少
ない場合に、どのような教授をすることによって遊びのとらえ方や保育の
援助に関する理解を促すことができるのか、保育専攻生の遊びに関する理
解、つまり子ども理解を深められるようにするにはどのような教授方法が
のぞましいのかに関しても研究課題としていきたい。
付記．本研究の一部は日本乳幼児教育学会第19回大会（福田，2009）に
　　　て発表した。
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